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したがって，全部で２組であり � が最大になる
組み合わせは ������� である。
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したがって

図１の斜線部分

ただし境界は含まない。
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������� � と表される。中点を ���� � とすると，
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　来月号では，愛知医科大学の数学を攻略します

ので，ご期待ください！

　全12校の掲載予定は以下のとおりとなっており
ます。

　第49回／４月号　東邦大学医学部
　第50回／５月号　東京女子医科大学
　第51回／６月号　金沢医科大学
　第52回／７月号　岩手医科大学医学部
　第53回／８月号　北里大学医学部
　第54回／９・10月合併号　日本大学医学部
　第55回／ 10月増刊号　聖マリアンナ医科大学
　第56回／11月号　愛知医科大学
　第57回／12月号　東京医科大学
　第58回／１・2月合併号　杏林大学医学部
　第59回／３月増刊号　東京慈恵会医科大学
　第60回／３月号　昭和大学医学部

　「東大螢雪会」では，本誌をご覧の方々の学力

アップのために，主要な私立大学医学部の予想問

題を無料でプレゼントしています。ご希望の方は，

「東大螢雪会」のホームページ

（http://www.keisetsukai.com）
（PC・携帯）からお問い合わせくだ
さい。

よって、

　グラフの概形は次のようになる。
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